






























































































陽市蟾津江流域の新石器時代貝塚群（図 1 － 12）を
踏査することができた。まずはこの貝塚群の研究上の
位置づけについて考えたい。
光陽市蟾津江 ( 섬진강 )流域の新石器時代貝塚群









相当する約 5,000 ～ 6,000 年前）の慶尚南道牧島貝塚


































　全羅南道にて光州市良瓜洞 ( 양와동 ) 遺跡（図 1 －
7）、長興郡和山 ( 화산 ) 遺跡（同 11、写真２）の発掘
調査に参加することができた。
   両遺跡とも財団法人大韓文化遺産研究センターが
主体となった、大規模土木工事にともなう事前調
査であった。この種の調査は韓国では「救済発掘」
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４ 韓 国 文 化 財 庁 の ホ ー ム ペ ー ジ http://www.cha.go.kr/korea/seek/law.jsp?mc=NS_03_03_02 中 の 매 장 문 화 재 보 호 및 조 사 에 관 한 





















































   
６．考古文化の資源化に関する一考察
















モ デ ル 1： 中 国、 ベ ト ナ ム、 北 朝 鮮 に 顕 著 な The 
indigenous development model（土着発展モデ
ル）
モデル 2：日本に顕著な The continuity with assimilation 
model（同一性連続モデル）
















形成という Master Narrative への動員ツールとしての
側面がありつつも、個々の考古学的遺跡周辺には、そ
れとは異なる Alternative Cultural Narrative が生成され
ていることを指摘している（Ertl,2011）。こうした概
念整理のもとに、現代社会における遺跡の史跡化の過
程をみると、確かに大きな物語＝ Master Narrative の
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